
社会保険新組織の実現に向けた有識者会議（第6回）  

平成17年11月7日（月）  
18時00分 ～ 20時00分  
厚生労働省 専用第15会議室  

議 事 次 第  

1． 開会  

2． 議事  

関係者からのヒアリング  

3． 閉会   











社会保険新組織の実現に向けた有識者会議での発言要旨  

社会保険事業運営評議会座長 宮武 剛  

改革の基本姿勢（別紙、拙稿ご参照）  

被保険者、受給者にとって  

「もらう年金」から「受け取る年金」へ  

職員にとっても、これまでは  

「支給してあげる年金」ではなかったか。   

（新組織は、監督・監査官庁ではなく、  

厳正な年金の管理・運営と丁寧なサービスを提供する機関へ）  

新組織の構想について   

1、被保険者・受給者が参画意識を持てるシステムへ  

現在の「社会保険事業運営評議会」は、その最初の試み。   

1、現在、検討されている「運営評議会」（仮称）は、この試みを  

引き継ぎ発展させる発想・実践と考える。  

（地方でも被保険者らの声を聴く同種の評議会あるいは懇談会  

等が必要と思われる）  

課題は、構成メンバーの選任・構成、運営方法、その意見を  

いかに汲み上げ、新組織の運営等に反映させるか。  
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1、新組織の長（「年金運営会議」議長）は、厚生労働大臣に対し  

「制度改正に関する提案・意見聴取」も可能で、現場の声（被  

保険者・受給者、職員ら）を制度に反映させる道筋を拓くこと  

になる。年金運営会議への外部専門家の参画や特別監査官及び  

同補佐の任命は、いずれも組織の「透明性と説明責任」を高め  

る試みと考える。  

課題は、その人選、権限、身分・待遇等。   

1、  国民の信頼を取り戻し、自信と誇りを持てる職場へ  

職員は、逆に民間企業等への研修，出向、人事交流を制度化  

し、外部から組織や働き方を見詰め直す。努力、能力、業績  

が評価される、現場からの改善提案等が生かされる組織風土  

をいかに育てるか。  

以上  
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